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１．はじめに 

 

現在の交通計画プロセスにおける交通シミュレーショ

ンの位置づけは、施策を行った際に交通環境にどのよう

な影響を与えるのかを予測し、アニメーションや旅行時

間等の指標により、合意形成の場において協議を円滑に

進めるためのツールとして扱われている。しかしながら、

交通シミュレーションの持つ「ソフト・ハードの設定の

自由度」「設定状況下での交通状況の把握」といった特

性を考えた場合に、現在の役割以上の働きが期待できる。

社会実験時の交通状況から、状況を再現し課題の検証、

課題の改善案を実施した際の影響予測といった、検証ツ

ールとしての役割を交通シミュレーションに適用させる

ことが期待される（図-1）。 
そこで、本研究では、交通計画における交通シミュレ

ーションに「課題検証ツール」としての役割を組みこみ、

「交通シミュレーション・交通社会実験・交通シミュレ

ーション」サイクルの概念を提案し、その効果検証を行

うことを目的としている。 
 

２．「交通シミュレーション・交通社会実験・交通シミ

ュレーション」サイクルの提案 

 

 「交通シミュレーション・交通社会実験・交通シミ

ュレーション」サイクルの考え方は、交通シミュレーシ

ョンを用いて交通社会実験時の評価を行うことで、交通

社会実験時の課題・問題点を明らかにし、本格実施ある

いは社会実験等に向けた改善案・対策案の方向性を明確

に示すというものである（図-2）。今までの交通計画プ

ロセスでは、交通シミュレーションを施策実施前の将来

予測・影響予測に用いてきた。交通社会実験の評価に交

通シミュレーションを用いることで、より精度の高いフ

ィードバックも可能になる。 
また、複数回の社会実験を行う際に、各段階において

シミュレーションによる課題検証とシミュレーションに

よる将来予測を行うことで、最初の社会実験でシミュレ

ーションによる課題検証で得られた課題と課題の改善案

を、次の社会実験にて実施しその影響を評価することで、

本格実施に向けた対策の方向性をより明確にすることが

できる。 
本研究では、川越一番街周辺地区を対象に、「交通シ

ミュレーション・交通社会実験・交通シミュレーショ

ン」サイクルを実践している。  
 

３．川越一番街周辺地区の交通計画プロセス 

 

研究対象地区は川越市とした（図-3）。川越市一番街

は観光客の人気のスポットであり、特に「時の鐘」「蔵

造り」が有名であり、土日祝日には多くの観光客が訪れ

る。しかし、土日祝日は大渋滞となり、観光客と車が交

錯するシーンも頻繁に見られるなど、歩行者の安全が確
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保できない状態である（写真-1）。このような現状から、

交通状況・安全面を地元住民・行政が強く関心を持って

いる地域である。 
 このような背景から、地元自治会と警察・道路管理

者・埼玉大学などによる、川越市川越伝統的建造物群保

存地区を中心にその周辺部を含む地域内の交通円滑化に

ついて検討する、北部中心市街地交通円滑化方策検討委

員会が平成 19 年 8 月に設置された。その検討委員会では、

歩行者に十分な空間を確保する施策を行った際に、周辺

の交通どのような影響を与えるかの予測や、社会実験等

による影響評価を行っていくことが定められた（図-4）。 
 

４．第１周期の概要 

 

（１）交通シミュレーションによる将来予測 
一番街での歩行者の安全性を向上させるために、一番

街の歩行者天国化・一方通行化が検討された。元々交通

量が多い地区のため、周辺環境への影響予測が必要と判

断された。その方法として、ミクロ交通シミュレーショ

ンにより一番街の交通施策時の影響予測を行った。その

結果、休日の歩行者天国・一方通行、平日の一方通行の

受容性があることが確認された。そこで、実際に交通施

策を行った際の影響を調査するために、検討委員会で交

通社会実験（一番街の歩行者天国・一方通行）の実施が

決定された。 
 
（２）プレ社会実験の実施 
夏休み中の観光客の増加を考慮し、2009年11月に実施

の社会実験に先駆けて、2009年8月と9月に2日ずつの計4

日、イベントとしての歩行者天国を実施した（ここでは、

このイベントをプレ社会実験と称する）。交通規制の内

容としては、休日（11:00～17:00）の間、一番街を歩行

者天国化した。調査項目としては、実走行調査（区間旅

行時間の計測）等を併せて実施した。その結果から、主

要区間の旅行時間の平均値と将来予測結果の比較したと

ころ、特に市役所前→松江町区間が将来予測とプレ実験

時で大きく旅行時間に差があることが確認され、事前の

交通シミュレーションによる将来予測に比べ周辺交通の

混雑に影響を与えていたことが確認された。 

 

（３）交通シミュレーションによる課題検証 
そこで、交通シミュレーション時とプレ実験時の交通

環境の違いを抽出した。その結果、渋滞回避誘導や、混

雑交差点の歩行者影響の大きさなどが課題として挙げら

れた。抽出された課題に着目し、交通シミュレーション

の条件設定を修正し、プレ実験時の再現シミュレーショ

ンを作成した（図-5上）。その結果、交通環境等を反映

することで、プレ実験時と同様の混雑状況となった。そ
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こで、課題となっていた箇所をシミュレーション上で、

誘導を強化したところ、旅行時間の改善が確認できた

（図-5下）。 

 

（４）課題に対する・改善案の提案 
交通シミュレーションによる課題検証により、混雑ポ

イント等での適切な誘導や、広域にわたる情報提供が重

要なことが明らかにされた。そこで、具体的な一番街周

辺の交通状況の改善に向けた対策として、車両の集中を

抑制し、混雑を減らすために、広域にわたり周辺地区に、

①観光車両を対象とした駐車場への誘導、②中心部の迂

回を促す誘導、③帰宅車両に対する誘導を行う誘導看板

を設置することを提案した（図-6）。 

 

５．第２周期の概要 

 

（１）交通シミュレーションによる将来予測 
社会実験時に誘導看板等を実施した際の影響予測を行

った。交通シミュレーションに誘導看板の影響を考慮し

た設定を行い、将来予測を行った。結果としては、誘導

看板・市役所前交差点の適切な歩行者誘導によって、旅

行時間の短縮が見込めることが確認された（図-7）。 
 
（２）社会実験の実施 
2009 年 11 月 7 日～11 月 23 日の 17 日間、川越一番

街で社会実験が実施された。実験中の交通規制は、平日

は終日一方通行、休日は一方通行または歩行者天国とな

った（写真-2）。実験前・実験中の周知活動の他、広域

にわたり一番街周辺あるいは、周辺の主要幹線上に提案

した誘導看板の設置を併せて行った。プレ実験時と同様

に、主要区間の旅行時間を計測した結果、予測値よりは

旅行時間の低下量が少なかったものの、プレ実験時と比

較して旅行時間の低下傾向が確認された（図-8）。 
 
（３）交通シミュレーションによる課題検証 
プレ社会実験時に比べ、社会実験時では混雑が緩和さ

れたものの、予想されたほどの混雑の低減効果は得られ

なかった。誘導看板の誘導効果が予想より小さかったこ

とが要因の一つとして考えられるため、シミュレーショ

ンにより検証を行った結果、誘導ルートの案内・周知の

アピール不足が原因の一つであることが確認された。ま

た誘導対象を増やし既存の誘導ルート以外の誘導ルート

の設定をすることも必要であることも確認された。 
 
（４）課題に対する・改善案の提案 
誘導方法の強化の部分では、統一されたデザインの観

光車両誘導用の看板、電光掲示板による誘導、誘導看板

の設置数、カーナビへの情報提供等が提案できる。また、

追加対象の誘導ルートとしては、国道 254 号への迂回ル

ートが提案できる。 
 

６．「交通シミュレーション・交通社会実験・交通シミ

ュレーション」サイクルの効果 

 

（１）交通シミュレーションによる課題検証 
 交通シミュレーションによる将来予測時と、社会実験

時での交通条件の違いによる影響を、交通シミュレーシ

ョンで検証することで混雑の原因を明確にすることがで

きた。また、原因・課題を明確にすることで、交通環境

の改善案の方針を明確にすることができた（図-9）。 
 
（２）課題に対する改善案の提案 

 プレ実験時（第 1 周期）と社会実験時（第 2 周期）で

の混雑状況を比較すると、主要区間の全区間で旅行時間 
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の低下が確認され、サイクルを繰り返すことの有効性が

確認された（図-10）。 
以上のことから、「交通シミュレーション・交通社会

実験・交通シミュレーション」サイクルの効果として、

シミュレーションによる課題検証によって、改善案の方

針を明確にし、実際に効果のある対策を実施することが

できたといえる。 

 

７．おわりに 

 

本研究では、2 周期にわたる川越地区の「交通シミュ

レーション・交通社会実験・交通シミュレーション」サ

イクルを中心として川越地区の交通計画をまとめ、サイ

クルプロセスの効果分析を行った。その結果、シミュレ

ーションによる課題検証によって、混雑の原因を明確に

し、改善案の方針を明確にすることができた。また、第

1 周期と第 2 周期の実験結果から、実際に効果のある対

策を実施することができたことが確認することができ、

「交通シミュレーション･交通社会実験・交通シミュレー

ション」サイクルを繰り返すことの有効性を確認できた。

これらのことから、「交通シミュレーション･交通社会実

験・交通シミュレーション」サイクルという新たな交通

計画プロセスの考え方を提案することができた。同時に、

交通計画プロセスにおける交通シミュレーションの「課

題検証ツール」としての新たな役割の有効性を示すこと

ができた。 

今後の課題としては、長期的な交通変化に対する交通

シミュレーションが果たす役割の検証、交通シミュレー

ションによる課題検証方法の検討（本研究では主に区間

旅行時間のみ）、他事例への適応性の検証が挙げられる。 
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